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付属資料 B．ネパール国の現状及び援助状況  
 
B-1 ネパール国一般状況  
一般外観   
1. 面積  14.7 万 km２（北海道の約 1.8 倍）  
2. 人口  2,474 万人（2003 年 /2004 年度、政府中央統計局推計）  

人口増加率 2.4%（1995～2000 年平均 国連人口局）  
3. 首都  カトマンズ  

人口 77 万人（2004 年）、面積 49.45km２  
4. 民族  リンブー、ライ、タマン、ネワール、グルン、マガル、タカリー等

5. 言語  ネパール語  
6. 宗教  ヒンドゥー教（国教）  
7. 通貨  ネパール・ルピー  

Rs.1＝1.45 円、＄１＝Rs.70.94（2004 年 12 月 8 日）  
8. 識字率  53.7%（2001 年国勢調査）  
 
経済   
1. 主要産業  農業、カーペット、既製服、観光  
2. GDP 約 63.9 億ドル（2003 年 /2004 年度、政府中央統計局）  
3. 1 人当たり GDP 約 269 ドル（2003 年 /2004 年度、政府中央統計局）  
4. GDP 実質成長率  3.7%（2003 年 /2004 年推定値、政府経済調査）  
5. 物価上昇率  4.0%（2003 年 /2004 年、中央銀行）  
6. 外貨準備高  約 16.8 億ドル（2004 年 9 月、中央銀行）  
7. DSR 10.6%（2002 年 /2003 年、ネパール財務省統計）  
8. 総貿易額  輸出：約 7.4 億ドル（2003/2004 年度、商工供給省）  

輸入：約 18.8 億ドル（2003/2004 年度、商工供給省）  
9. 主要貿易品目   輸出：既製服、カーペット、銀器、宝石類、パシュミナ  

輸入：石油製品、金、糸、化学肥料、輸送用機器及び部品  
10. 主要貿易相手国  輸出：インド、米、独  

輸入：インド、シンガポール、スイス  
11. インフレ率  4.0%（2003 年推定値、中央銀行）  
12. 外貨準備高  約 16.8 億ドル（2004 年 9 月、商工供給省）  
 
経済協力   
1. 我が国の援助実績  

（累積）  
・ 有償資金協力（2003 年度まで、E/N ベース）638.89 億円  
・ 無償資金協力（2003 年度まで、E/N ベース）638.89 億円  
・ 技術協力実績（2003 年度まで、JICA 経費実績ベース）  
 497.31 億円  

2. 主要援助国（2002） （1）日本（2）英（3）独（4）米（5）デンマーク  
3. 対日貿易（2003）  
 

輸出：約 8.3 億円（前年比 5.1%増）  
輸入：約 15.2 億円（前年比 27.6%増）  
主要輸出品目：衣類、カーペット、芸術品、骨董品  
主要輸入品目：自動車及び同部品、機械機器、医療機器  

4. 我が国からの直接

投資  
89 件、約 14 億円（2003 年 8 月までの累計、ネパール工業省

統計）  
（出典：http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/nepal/data.html）  
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B-2 援助状況・動向  
 援助国・国際機関によって、「ネ」国の道路セクターに対する資金・技術援助は

これまで多数実施されてきた。80 年代までは同国の幹線道路整備を中心に援助が

行われてきたが、山岳地帯の多い同国においては、頻繁に洪水、土石流などの道

路災害を被るため、90 年代に入ってからの援助は、幹線道路の新設よりもむしろ

リハビリや改修に移行するようになった。  
 第 10 次 5 ヵ年計画（2002-2007）においては、飛行機だけしかアクセスのない、

陸の孤島と呼ばれる地域を 5 郡まで減らす道路整備などが盛り込まれている。さ

らに、農場と市場を結ぶ農業道路の計画も進められており、より生活に密着した

道路整備が実施される予定になっている。  
 このように、同じ道路セクターにおいても、「ネ」国に対するドナーの援助の形

は時代によって「ネ」国の道路整備事情に合わせ変化している。  
 
（１） 我が国の援助動向  
 「ネ」国の道路セクターに対し、我が国からの無償資金協力の事業実績を表 B-1
に示す。  
 

表 B-1 道路セクターにおける我が国の無償資金協力事業  

案件名  実施年度  供与限度額  
（E/N 額：億円）

道路建設計画  1981 3
カトマンズ市内橋梁架け替え計画  1 期  1990 8.74
カトマンズ市内橋梁架け替え計画  2 期  1992-1993 9.30
新バグマティ橋建設計画  1994-1995 12.41
シンズリ道路建設計画（第一工区）  1995-1997 21.87
シンズリ道路建設計画（第四工区）1/2 期 1997-1999 47.80
シンズリ道路建設計画（第四工区）2/2 期 1999-2001 20.11
シンズリ道路建設計画（第二工区）1/3 期 2000-2002 24.39
カトマンズ市交差点改良計画  2001-2002 10.39
シンズリ道路建設計画（第二工区）2/3 期 2001-2004 33.17

 
（２） 他ドナーの援助動向  
 「ネ」国の道路セクターでは、これまで道路予算の 6 割以上が外国のドナーに

よって支援されてきた。しかし、近年ドナーの援助資金はハード部門からソフト

部門にシフトしており、援助内容の変化とともに、援助額も低減の傾向が見られ

る。  
 道路セクターにおける外国ドナー援助機関・援助国としては、世銀、ADB、イ

ンド、中国、英国、スイスなどが挙げられる。表 B-2 に各ドナーが援助した道路

名と延長距離を示し、表 B-3 には各ドナーの道路総延長を記した。  
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表 B-2 各ドナーが援助した道路名と延長距離  

No. 道路名  道路
No. 道路建設区間  距離

(km) ドナー名

A 国道  
1 Mahendra Rajamrg H01 Kakarvitta-Dhalkebar 267 インド  
2 Mahendra Rajamrg H01 Dhalkebar-Pathlaiya 109 旧ソ連  
3 Mahendra Rajamrg H01 Hetauda-Narayanghat 77 米国  
4 Mahendra Rajamrg H01 Narayanghat-Butawal 113 英国  
5 Mahendra Rajamrg H01 Butawal-Kohalpur 237 インド  
6 Mahendra Rajamrg H01 Kohalpur-Banbasa 200 インド  
7 Trubhuban Rajpath H02 Thankot-Bhainse 114 インド  
8 Trubhuban Rajpath H02 Bhainse-Raxaul 67 米国  
9 Amiko Rajmarg H03 Kathmandu-Kodari 113 中国  

10 Prithvi Rajmarg H04 Naubise-Pokhara 174 中国  
11 Narayanghat-Mungling H05 Narayanghat-Mungling 36 中国  
12 Dhulikhel-Sindhuli-Bhittamod H06 Dhulikhel-Bardibas 155 日本  
13 Dhulikhel-Sindhuli-Bhittamod H06 Dhalkebar-Bhittamod 43 インド  
14 Koshi Rajamrg H08 Jogbani-Dharan 50 英国  
15 Sidharha Rajamarg H08 Dharan-Dhanakuta 50 英国  
16 Sidharha Rajmarg H010 Pokhara-Sunauli 200 インド  
17 Mahakali Rajmarg H014 Dhanagadhi-Dadheldhura 135 米国  

B 主要準国道  
18 Bhardaha Rajbiraj F03 Bhardaha-Rajbiraj 18 インド  
19 Kathmandu Trisuli F21 Kathmandu-Trisuli 70 インド  
20 Lomosangun Jiri F32 Lamosangu-Jiri 110 スイス  
21 Anbukhaireni Gorkha F35 Anbukhaireni-Gorkha 25 中国  
22 Pokhara-Baglung-Beni F42 Pokhara-Baglung 73 中国  
23 Silgadhi Sanfebagar F51 Silgadhi-Sanfebagar 67 ADB 

C 準国道  
24 Balkhu(RingRoad)-Dakshinkali F22 Balkhu-Dhakshinkali 16 インド  

D 都市道路  
25 Kathmandu Ring Road UR Kathmandu-Lalitpur 27 中国  

(出典：ネパール道路統計 2000 年 ) 
 

表 B-3 各ドナーの道路建設総延長  

No. ドナー名  道路建設延長  
距離（km）  

1. インド  1,114
2. 中国  421
3. 米国  279
4. 英国  213
5. 日本  209
6. スイス  110
7. 旧ソ連  109
8. ADB 67

   (出典：ネパール道路統計 2000 年 ) 
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付属資料 C．プロジェクトを取り巻く状況  
 
C-1 交通事故  

「ネ」国ではカトマンズ盆地地域を除くと目立った大きな都市はなく、自動車

交通はカトマンズ盆地に集中している。したがって交通事故も当然カトマンズ盆

地に集中し、他の地域では非常に少ない。交通事故は交通警察の管轄となってお

り、下表の事故のデータも交通警察から入手したものである。  
 表から見られるように、バクタプール市はカトマンズ市やパタン市などより事

故件数が少なくなっている。これはバクタプール市における幹線道路が今回の対

象道路であるアルニコハイウェイしかなく、高速で走れるような道路が少ないか

らだと思われる。  
 

表 C-1 カトマンズ盆地における車種別事故件数  
       （調査期間：2004 年 7 月中旬～2005 年 7 月中旬） 

 ﾄﾗｯｸ バス  乗用車
ﾃﾝﾌﾟｰ 

（三輪車） ﾄﾗｸﾀｰ ﾊﾞｲｸ 自転車  その

他  合計  

カトマンズ市  240 552 1,355 149 24 993 133 29 3,475
パタン市  112 115 401 53 1 676 29 21 1,408
バクタプール市  86 89 82 2 15 134 23 9 440
その他  150 96 108 0 6 61 7 4 432
合計  558 852 1,946 204 46 1,864 192 63 5,755

（出典：Valley Traffic Police Office）  
 
 

表 C-2 カトマンズ盆地における人身事故件数  
       （調査期間：2004 年 7 月中旬～2005 年 7 月中旬） 

死傷者数  負傷者数（重傷）  負傷者数（軽傷）  

 
男  女

男

の

子

供  

女

の

子

供  

合

計  男 女

男

の

子

供

女

の

子

供

合

計
男  女  

男

の

子

供

女

の

子

供  

合計

カトマンズ市  40 6 3 3 52 261 48 42 15 366 923 139 65 25 1,152
パタン市  13 5 1 1 20 56 15 4 7 82 144 56 5 6 211
バクタプール市  14 4 1 0 19 56 16 1 0 73 121 37 13 3 174
その他  34 2 0 0 36 48 16 3 1 68 134 48 14 8 204
合計  101 17 5 4 127 421 95 50 23 589 1,322 280 97 42 1,741

（出典：Valley Traffic Police Office）  
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C-2 施工・調達状況  
 本案件の施工・調達状況における大きな課題は、道路拡幅工事に当たって大量

の客土を必要とすること、2 つの橋梁を建設しなければならないことである。し

たがって土工事、橋梁建設などを中心に本案件の施工・調達状況について述べる。  
（１） 土工事  

 道路拡幅は腹付け盛土とし、盛土には良質の客土を購入・搬入しなければ

ならない。  
 盛土の圧縮沈下が懸念されるので、雨期前に盛土し雨期を経験させ地盤を

落ち着かせる、または路盤完了後道路を開放し交通荷重を経験させ地盤を

落ち着かせるなどの工法を採用することが望ましい。  
 現地盤が不良の場合はセメント混合材を用いて路床改良、または良質材に

よる置換が必要である。  
 現場近辺で良質な盛土材料が確保されることが望ましいが、複数の土取り

場がある場合には、土質試験を実施し、できるだけ良質な材料を産する土

取り場を選定する必要がある。  
 現地業者からの聞き取り調査で得た情報から、現場付近における土取り場

位置を図 C-1 に示す。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 C-1 現場付近における土取り場位置図  
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（２）橋梁建設  
 ２つの橋梁建設に当たり、河川の水文・水理調査を実施し、その解析に基

づいて適切な桁高、橋長を決定する必要がある。  
 両橋とも河川による橋台洗掘の恐れがあることから、洗掘防止、橋台裏側

への水の回り込み防止を考慮し、橋台護岸だけでなく、河川護岸を設置す

ることも検討する必要がある。  
 同様に、橋脚においても洗掘の恐れがあることから、予め橋脚洗掘防止工

を実施することが望ましい。  
 一般に、既存橋梁の隣に新しい橋を建設する場合は、景観のため、また河

川断面の維持のため、橋梁形式、橋長、橋脚位置などを同一の設計にする

ことが多い。しかし、現況の橋梁は橋長が１スパン 16.8m と短いため、橋

脚の数が多くなり不経済な設計になっている。したがって、本橋の設計に

当たっては、コンクリート橋だけでなく、長スパンの PC 橋、鋼橋を利用

して設計することも検討することが望ましい。  
 マノハラ川は流域面積が大きく流量、流速も大きい。その割に既存の橋梁

の橋長は短いと思われる。したがって、水文・水理調査を実施し、もし橋

長が短いと判断されたならば、１スパン長くすることが望ましい。その場

合、既存橋台に新たな荷重負担をさせないため、橋梁とせず、ボックスカ

ルバートを設置するなどの検討を行う。  
 

（３）建設単価  
  本プロジェクトに必要な主要建設材料の建設単価を表 C-3 に記す。  

 
          表 C-3 主要建設材料の建設単価      (単価：ルピー) 

建設材料  単価  単位 建設材料  単価  単位  
砂（粗砂）  1,058.40 m3 灯油  39.00 ﾘｯﾀｰ

砂（低品質）  882.00 m3 ジーゼル油  46.00 ﾘｯﾀｰ

骨材（20-40mm）  1181.88 m3 鉄筋  39,350.00 トン

骨材（10-12mm）  1,040.76 m3 結束線  49.00 Kg
骨材（10-20mm）  1,199.52 m3 木製型枠  29,988.00 m2

骨材（6-10mm）  1,146.60 m3 G.I 鋼線  48.00 kg
レンガ（工場生産） 4.70 個 ヒューム管（径 15cm） 600.00 m
レンガ（手製）  2.60 個 ヒューム管（径 20cm） 800.00 m
セメント  7,911.60 トン ヒューム管（径 30cm） 1,438.00 m
河川砂利  811.44 m3 ヒューム管（径 45cm） 2,063.00 m
砂利  740.88 m3 ヒューム管（径 20cm） 2,706.00 m
砕石混じり砂  635.04 m3 ヒューム管（径 30cm） 4,850.00 m
瀝青材（80/100）  29.00 Kg ヒューム管（径 45cm） 6,306.00 m
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（４）概略建設工事費  
下記に述べる工事費は、JICA 無償資金協力案件として、過去に「ネ」国にて実

施したプロジェクトを参考に概略算定したものであり、詳細は基本設計調査にお

いて再計算されるものとする。 

 道路拡幅工事費 

前提条件：既存部の道路は路盤、舗装とも打ち替える。また新設部の道路

は盛土、法面工、排水工、路盤工、舗装工などを含む。 

既存部、拡幅部とも拡幅延長距離：8.4km、車道幅員 7.0ｍ、路

盤厚：30cm、舗装厚 15cm とする。 

        道路工事費単価は既存部、拡幅部を平均し、0.5 億円/km とする。 

延長 8.4km x 0.5 億円/km x 2 ＝8.40 億円・・・・・・・・①   

 橋梁工事費 

  前提条件：両橋梁とも既存の橋梁は架け替えないものとするが、新たに 2

車線幅員の橋梁を新設建設する。 

新設のマノハラ橋の橋長は１スパン伸ばし 100m とし、既存橋

梁はボックスカルバート（RCBC）を１スパンだけ延伸させる。 

    橋梁建設単価は 300,000 円/m2 、RCBC は 150,000 円/m2 とし

て算出する。 

   7.0m × 100.0m × 300,000 円/m2  

＋ 7.0m × 16.8m × 150,000 円/m2 ＝ 2.28 億円・・・・・② 

 新設ハヌマティ橋は現況と同じ橋長とし 50.4m とする。橋梁建

設単価はマノハラ橋と同様に 300,000 円/m2 とする。 

    7.0m × 50.4m × 300,000 円/m2 ＝1.06 億円・・・・・・・③ 

 

 概略建設費合計 

   上記の建設費を合計すると、下記の結果を得る。  
    ①＋②＋③  = 8.40 ＋ 2.28 ＋ 1.06 ＝ 約 11.74 億円  
 

本プロジェクトの総建設費として約 12 億円かかるものと思われる。 

 
 電柱移設費 

 もしトロリーバス用電柱を移設する場合、現地建設業者によると、電柱 1

本当たりの移設費は 5 万ルピーとのことである。電柱本数は約 250 本と推

定すれば、 

    250 × 50,000 ルピー  × 1.72 円/ルピー ＝ 約 2 千万円 
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C-3 ローカルコンサルタント／建設業者  
  道路局によると、ローカルコンサルタントや建設業者は道路局に登録されてお

り、会社規模や実績に応じて A、B、C などのランク付けがされているとのこと

である。参考のため、信頼できる A ランク登録のローカルコンサルタント、現地

建設業者を紹介してもらった。  
道路局から紹介してもらった代表的なローカルコンサルタントを表 C-4 に、代

表的な現地建設業者を表 C-5 にそれぞれ示した｡ 
 

表 C-4 代表的なローカルコンサルタント  
 会社名  住所  電話  FAX E メール  

1 East 
Consult(P)Ltd. 

P.O.Box1192 
Lazimpat, 
Kathmandu, 
Nepal 

977-1-4413267 
4412062 977-1-4417895 eastco@ 

wlink.com.np 

2 
Full Bright 
Consultancy 
(Pvt.)Ltd. 

P.O.Box4970 
199/53, 
Maitidevi Marg, 
Maitidevi, 
Kathmandu, 
Nepal 

977-1-4433149 
      4411780 977-1-4413331 fbc@ 

mos.com.np 

3 
GEOCE 
Consultants 
(P)Ltd. 

P.O.Box4266 
Kathmandu, 
Nepal 

977-1-5521175 
      5545542 977-1-5526096 geoce@ 

info.com.np 

4 ITECO 
Nepal(P)Ltd. 

9 6  S r i 
Panchakanya 
Marg, 
Minbhawan, 
New Baneshwor,
Kathmandu 
Nepal 

977-1-4493764 977-1-44-82298 iteco@ 
mos.com.np 

5 

MULTI 
Disciplinary 
Consultants 
(P)Ltd. 

P.O.Box5720 
Kathmandu, 
Nepal 

977-1-525076 
      529304 977-1-523103 

mdc@ 
multinepal.  
com.np 

6 

Mutual 
Engineering 
Consultancy 
Pte.Ltd. 

P.O.Box5573 
Panipokhari,  
Buddhi  
Sagar Marg, 
Kathmandu, 
Nepal 

977-1-4446075 
      4413960 977-1-4446086 

mutual@ 
mail .com.np 
mutual@ 
info.com.np 

7 
SILT 
Consultants 
(P)Ltd. 

P.O.Box2724 
Baneshwor,  
Kathmandu, 
Nepal 

977-1-4473573 
      4470866 
      4487598 
      4495163 

977-1-4473573 silt@ 
mos.com.mp 

8 Soil Test(P)Ltd.
P.O.Box2967 
Kathmandu, 
Nepal 

977-1-362246 
      362346 977-1-362146 soiltest@ 

net.ntc.np 

 



 

 
   

C-6

表 C-5 代表的な現地建設業者  

 
 

 

 会社名  住所  電話  FAX E メール  

1 
Sharma & 
Company 
Pvt.Ltd 

P.O.Box1177 
Tripureshwar, 
Kathmandu, 
Nepal 

977-1-4260577 
      4260589 977-1-4260628 sharmaco@ 

ntc.net.np 

2 

The  
Kanchanjunga 
Construction 
Co.Pvt.Ltd 

P.O.Box3806 
Tinkune, 
Subidhanagar, 
Kathmandu, 
Nepal 

977-1-4483651 977-1-4483650 kccco@ 
wlink.com.np 

3 
Tundi  
Construction 
(Pvt.)Ltd. 

P.O.Box6341 
Shanti Basti , 
Sanepa-3, 
Lalitpur, 
Nepal 

977-1-5548573 
      5555573 977-1-5555574 tundi@ 

ntc.net.np 
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